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平成１７年に軽米町文化協会の事業として制作・上演され、町を大変盛り上げ

た町民劇『１月のほたる』。それに関わったメンバーの多くが、その後も軽米町でずっと

演劇活動を続けています。６年前からは名前も新たに「演劇衆団 伝楽坐」として、

子どもから大人まで多くの町民を巻き込み、毎年２月初旬に開催される「軽米町民

生涯学習フェスティバル」のステージで、あくまでも軽米町の歴史や人物にこだわっ

た、方言とユーモアたっぷりの演劇を披露してきました。 

 そんな「演劇衆団 伝楽坐」が、今回初の町外公演で野田村にお邪魔することに

なりました。団員一同、野田村の皆さんにお会いすることを楽しみに毎日練習に励

んでいます。                       

軽米と野田村の特産品も劇中に出てきます。歌あり、笑いあり、そしてちょっぴり涙も

…。お子さんも若い方も高齢者の皆さんも、ぜひ会場に足を運んで生の演劇をお楽

しみください！ 

昔々、軽米のバッタリ沢に住んで

いた狐たちの何よりの楽しみは、村

に降りてきては、人をだまして悪さを

すること。そんな狐たちに振り回され

て、村の人たちはてんやわんや…！ 

 そんなバッタリ沢には、つねさんとい

う元気のいいおばあさんが、おじいさ

んと二人で暮らしていました。狐にだ

まされてばかりのおじいさんを見て、

つねばあさんは狐をぎゃふんと言わ

せてやろうと大一番の勝負に打って

出ますが、果たしてその結末は…？ 
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